
「星空舞」の収穫に関する留意点
鳥取県産米改良協会

「星空舞」は玄米外観品質に優れる品種ですが、成熟期が近づいても葉や茎の退色が遅い等の
特徴があります。そのことを踏まえて、適切な収穫をお願いします。

【収穫適期のほ場イメージ】

「星空舞」は収穫適期に、葉や茎の緑色が「コシヒカリ」等に比べ濃い特徴があります。
籾は成熟色に達しており、収穫上も問題ありませんので、時期が来たら確実に収穫をお願いします。

収穫適期の「星空舞」

【収穫適期は出穂期後４０日から５０日（積算気温1,100℃～1,300℃）です】

【出穂後日数経過による精玄米歩合・整粒数
比の推移（2014，’17年農業試験場）】
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水稲は、収穫適期を過ぎると玄米外観が低下し、等級
が下がる場合もあります。「星空舞」は、刈り遅れによる
品質低下が起きにくい品種ではありますが、それでも
玄米の光沢が弱くなる等品質の低下は否めません。

「星空舞」の収穫時期と食味の関係は未調査です。
米は一般的に、収穫が遅れると食味が低下する
可能性があります。

そこで、適期に収穫するために、既に配布している
“星空舞収穫判定板”を活用しましょう。

「星空舞」の優れた食味評価を得るため、収穫適期を
逃さないよう留意してください。


